
 

 

１．件名：「日本原燃(株)の再処理施設、ＭＯＸ施設、濃縮施設、廃棄物管理

施設及び廃棄物埋設施設における保安規定（変更）認可申請に関

するヒアリング」 

 

２．日時：令和２年７月６日（月）１５時５０分～１８時０５分 

 

３．場所：原子力規制庁 １０階会議室（TV 会議により実施） 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

核燃料施設審査部門 

（原子力規制部新基準適合性審査チーム） 

古作企画調査官、猪俣上席安全審査官、菅生主任安全審査官、真田安

全審査官、古田安全審査専門職、二平係員 

核燃料施設等監視部門 

梶田主任監視指導官 

日本原燃(株) 

濃縮事業部 ウラン濃縮工場 濃縮運転部長 他２０名 

  

５．要旨 

（１）日本原燃株式会社（以下「日本原燃」という。）から、令和２年６月１

７日付けの提出資料に基づき説明を受け、原子力規制庁から、主に以下

の点について説明するよう求めた。 

  ・今回の申請が検査制度の見直しに伴う保安規定審査基準の改正を踏ま

えたものとのことであり、説明資料では変更の趣旨がわかるように、

また、基準改正事項に対する保安規定での記載内容が明確となるよう

に整理すること。その際、保安規定の変更が必要ないとするものを含

め、計画している実施内容や新たに取り組む事項などとの対応関係を

具体的に整理すること。また、基準改正事項以外の変更内容について

は、個別に変更理由等を説明すること。 

  ・安全文化醸成のための体制に係る事項については、品質マネジメント

システムへの統合の状況を整理すること。 

  ・新設された調達室の職務の記載など、保安規定記載内容が事業間で相

違している事項について、考え方を整理すること。 

  ・MOX 施設の建設段階における保安規定記載事項の追加時期の規定につ

いて、災害の防止上支障がない時期に定めることとなっているか、各

時点において必要となる保安措置を踏まえて整理すること。 



 

 

 

（２）日本原燃から、本日のヒアリングを踏まえて対応する旨の発言があっ

た。 

 

６．その他 

なし 

 

参考 

※ 令和２年６月１７日の面談 

「日本原燃(株)の再処理施設、ＭＯＸ施設、濃縮施設、廃棄物管理施設

及び廃棄物埋設施設における保安規定（変更）認可申請に関する資料提

出」 

 


